
職員研修要綱第５条関係

主に中堅以上の職員

ご利用者が満足するケアを再確認し、自身のケアについて振り返りサービスの質向上を実践
することができるレベルを目指す。 全職員

認知症についての基礎知識と対応策について理解し、個別性を重視したご利用者と家族への
ケアを実践できるレベルを目指す。 全職員

栄養マネジメントの基礎知識について理解し、ご利用者の食生活と生活機能･体力の改善･食
べる楽しみに対するケアを実践することができるレベルを目指す。

主に中堅以上の職員

チームケア・リーダーシップ及び実務における知識･技術を習得し、リーダーシップを発揮し問題
解決能力の向上を目指す。

リーダー研修やメンタルへルス･福祉マインド･面接技術･指導的職員研修などを通してチーム
における管理統率力･指導力・判断力･改善提案力･企画力を学び、実践できるレベルを目指
す。

中堅職員研修　１

中堅職員研修　２

指導者としての知識・技術･態度を身に付け、新人職員の教育を実践できるレベルを目指す。 プリセプター

認知症ケア研修

和光福祉会倫理綱領・
個人情報保護研修

福祉会の理念･基本方針について理解し、組織力の向上を図る。
個人情報の保護について理解し実践することができるレベルを目指す。 全職員

栄養マネジメント研修

指導職

入職後2年目から
７年目前後の職員

専門職研修
(看護師・管理栄養士
理学作業療法士）

各分野での専門的な研修を通して実務上必要な専門知識・技術・態度の向上及び自己啓発能
力の向上を目指す。また専門性を活かし他部署の職員への指導が行えるレベルを目指す。 専門職

接遇研修

主に中堅以上の職員

排泄ケア研修
オムツの特性や効果的な使用法、ご利用者の状態に応じた排泄ケアについて理解し、自立を
支援し快適な排泄環境を提供することができるレベルを目指す。

主に中堅以上の職員

リハビリに関する基礎知識を学ぶと共に、移乗･移動の介助方法やポジショニング･シーティン
グについて理解し自立を支援した安全安楽な介助方法を実践できるレベルを目指す。

リスクマネジメントと事故対策について理解し事故予防と発生時の対応が実践できる。虐待と
身体拘束について理解し発生を予防することができるレベルを目指す。

主に中堅以上の職員

急変時の対応と
ターミナルケア研修

高齢者の身体的な特徴と発生しやすい病気や症状と対応策について理解し急変の予防と早期
発見・対応を実践することができるレベルを目指す。ターミナルケアの基本とチームケアについ
て理解しご家族･職員が安心できるケアを実践することができるレベルを目指す。

褥瘡と誤嚥性肺炎の発生の要因とメカニズム、状態に応じた対応策を理解すると共に、褥瘡・
誤嚥性肺炎の発生予防策を理解し実践することが出来るレベルを目指す。 看護師を除く全職員

ＯＪＴ

感染症の基礎知識について理解し、施設で注意すべき各感染症に応じた対応策を実践できる
レベルを目指す。

ボランティアの思いを理解し施設職員としてのあり方やボランティアを通してのご利用者の社会
生活の支援、地域との交流、地域貢献について理解できるレベルを目指す。

プリセプター
シップ制度

主に中堅以上の職員

日常的な
機会指導

指導職および組織全体で日常の業務を通して計画的･継続的に個別に指導を行う。 全職員

職
員
研
修

感染症予防研修

リハビリテーション研修

事故対策と虐待・
身体拘束予防研修

指導職研修
(主任･係長）

内部研修

外部研修

階層別研修

伝達研修

褥瘡・誤嚥性肺炎
予防研修

全職員

全職員のうち
該当する職員

全職員

福祉会の職員として職務遂行に必要な知識の習得と、これから始まる社会人としての基礎、①
心構え、②仕事の基本サイクル、③段取りの基本を効率よく学び、"わかる″レベルではなく、
「気づく」、「出来る」レベルを目指す。

外部研修受講者が研修内容を各部署職員に伝達することで知識･技術の共有ができる。

各分野での職務に関する高度な専門的知識及び能力を習得する。

介護福祉士･社会福祉士・介護支援専門員等の資格取得のための能力向上など自主的な学習を必要に応じ援助する。

リスクマネジメントやリーダーシップ及び実務における高度な知識･技術を習得しチームワーク
の向上を図ると共に積極的な自己啓発活動ができるレベルを目指す。

入職後７年目
以上の職員

プリセプター研修

研修の目標及び内容 研修対象者

新人職員研修
(21科目）

研修科目

新人職員をマンツーマンで指導することで介護力の即力化と離職予防を図り、指導者(プリセプ
ター）の指導力向上を目指す。

新人職員および
中堅職員
(プリセプター）

人事考課面接において指導者と共に目標に対する姿勢と業務の振り返り、自らの介護技術を
再確認・評価し、サービスの質向上を目指す。 全職員

新人職員

看護師を除く全職員

職員研修体系図職員研修体系図職員研修体系図職員研修体系図

ボランティア研修

（外部研修項目に準じる）

自己啓発ＳＤＳ

全体研修

個別指導

ＯＦＦ-ＪＴ

目標管理および
専門能力評価

職場等研修


